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私の作品のテーマ｢ Defensive Measure 」概念と、その意義は何なのか、また
｢ Defensive Measure 」の概念はどのような制作過程や概念的脈絡を通じて表現されてい
るのかについて考察することを目的とする。







































の弱点を隠しながら、イメージ的に強い存在に変容させるのが｢ Defensive Measure 」の
役割である。
本論文では、ダナ・ハラウェイの｢広義におけるサイボーグ論」と｢鎧が持つ図形及び装






























































　「 Defensive Measure 」の概念は攻撃ではなく防御である。孫君の作品の素材がアルミ
ニウムであることは必然的であった。武具などでは鉄などの堅い金属が使われるが、
「 Defensive Measure 」にとって材質は攻撃に不向きな素材である必要性がある。彼は長
い研究の末、アルミニウムという素材にたどり着いた。アルミニウムと彫刻で使われる他
の金属素材との比較は詳細で、実制作者ならではの説得力があり、実技系の学生の論文の
醍醐味がある｡
　さらにアルミニウムという素材は、溶接というホットジョイントに向いていないため、
ボルトやリベットによるコールドジョイントをせざるを得ない。そこから出てくる形は面
的なものではなく、線的なフォルムが特徴となる。ボルトやリベットを多用するため、先
鋭的なフォルムが際立つことになる。それは一見すると武器のような鋭さを持ちはするが、
アルミニウムという柔らかい素材であるために武器としての機能は持ち得ない｡
　こうしたアルミニウムという素材から来るさまざまな特徴を総合的に考慮し、心理的な
力を誘因するためのフォルムとは何かという考えが融合した結果が、孫君の「 Defensive
Measure 」シリーズであるということがよく理解できる｡
4.総合的な評価として
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　一般の人間が持っているコンプレックスとはどういうものか、また孫君自身にどのよう
なコンプレックスを抱いているのかという疑問が生じる。しかし論文においては露悪的に
自分のコンプレックス、悩みを告白する場ではない。孫君自身にとって当然ながら論文を
私的な場として考えたくはないという強い思いがあったことは確かである｡
今後、一般的な人間が持っているコンプレックス、個人的なコンプレックスを直視し、
考察する機会はますます多くなり深くなっていくであろう。その考察の結果が、孫君の作
品に新たな展開をもたらすことになるだろうことは容易に想像がつく｡
　体に装着する彫刻という形態の新しさ、視覚を通じて心理的な部分にまで影響を及ぼす
という彫刻概念は、本論分で充分論理的に語られている。作品と論文を総合的に見て、孫
鍾準君は多摩美術大学博士後期課程において博士号を取得するのに充分な資格を持つ学生
であると判断する｡
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